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りっとう議会だより

目指そうよ　みんなが笑顔に　なれる世界（人権啓発作品集　標語入選作品）



委員会についてご紹介します
市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では委員会を設けて本会議の予備的な審査や

重要な事柄の調査をしています。議員は総務、環境建設、文教福祉のどこかの委員会に所属

しています（予算は議長以外の全議員が所属しています）。

総務常任委員会 環境建設常任委員会

予算常任委員会

1暮らしの安心を支える政策

（例）自治会やコミュニティセンターの支援、防犯・

防災活動の推進など

2行政の安心を営む政策

（例）マイナンバーカード等のDX推進、SDGs、

ふるさと納税、シティ・セールス、男女共同参画など

大きく２つの政策に

ついて、常に市民視点

に立ち、議論を重ねて

います。

1経済に安心を生み出す政策

（例）企業立地や就労支援、農業振興等に係る政策

や計画の審査など

2暮らしの安心を支える政策

（例）道路交通網の

整備、公営住宅

の維持管理、

上下水道事業

など

審査内容 審査内容防災、地域振興、税金、財政、人権など 農林業、商工業、道路、河川、交通、公

共施設（環境センターや上下水道等）

予算とは、１年（４月から３月）に市へどのくらいお金

が入り（歳入）、また行政サービスをどのように使う

のか（歳出）を決めたもので、市議会の審議と議決に

よって成立します。

文教福祉常任委員会

議会運営委員会

1社会、障がい、長寿等福祉の充実に向けた政策

（例）地域包括支援センター支援、生活困窮政策など

2子育て支援の充実や健康に関する政策

（例）子ども医療費助成、健康推進、食育推進

3学校教育、生涯学習、スポーツ振興に関する政策

（例）GIGAスクール

構想、図書館

や文 化 施 設 、

スポーツ施設

等の管理

　限られた開会期間中に議会の審議を円滑に運営す

るため、協議を尽くすことを基本として設置された調

整機関です。

　常任委員会や特別委員会と性質的に違う点は、案件

の内容ではなく、運営について協議する場所であると

いう点です。議会の運営を規制し、議員を拘束する調

整機能を持っているため強い権限があります。

近年の議会運営の複雑化により、平成３年度に地方自

治法によって設置が制度化されましたが、本市では制

度化前より設置されています。

審査内容 福祉、子育て、学校教育、生涯学習、ス

ポーツ振興など

▲先進市で住民自治による、　

　まちづくりを研修 現場視察

▲

小学校デジタル教材の視察

▲

国・県（交付金、補助金等）市税、負担金等

これらが適切に使われるかを審査しています

道路、上下水道、公園などの社会資本の整

備、教育、消防、医療、介護、福祉などの公共

サービスの提供など。

例えば

歳入

歳出

常任委員会
とは…
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特定の事件を審査する必要がある場合などに議会の議決により設置される委員会です。原則

として議会の会期中に限り、議会の議決により詳しく検討を加えるために審査＊を委託（付託）

された案件を審査しますが、閉会中の継続審査に付された案件は、閉会中も審査することが

できます。

＊審査…委員会において、議会の議決の対象となる議案や動議等特定の事件について議論し委員会と

しての結論を出す一連の過程

議会改革特別委員会

◆Ｎｅｗ ＩＣＴ化推進部会

議会のタブレット端末と会議支援ソフトの検討を

行っています。

◆議会改革推進部会

子ども議会、議会報告会がコロナ感染症の拡大の中、

開催を断念し、小学校向けにＤＶＤを作成。議会報告

会は「Ｗｅｂ配信型議会」として動画を作成しました。

◆議員政治倫理条例検討部会

Ｒ4年6月議会で提案すべく検討、協議を進め、

6月議会で議員提案として提案、可決されました。

議会改革の推進について審査します。

必要な部会を構成し検討、協議します。

火葬場及び環境センター
整備特別委員会

火葬場は草津市と行政組合を構成

し推進しています。環境センター

は代替地の検討を進めています。

国道バイパス等整備
促進特別委員会

国道1号、8号バイパス等の整

備促進を現地視察を合わせ行

い検討、協議を行っています。

議会広報編集
特別委員会

定例会ごとに年４回広報を編集・

発行しています。

議会改革の一環として、傍聴者席に

車椅子を利用されている方の席を

設ける工事を8月に実施しました。

※現地視察の様子を裏表紙で紹介しています。（あわせてご覧ください）。

特別委員会ピックアップ 決算特別委員会
本市議会では例年、９月定例会で決算議案の審査を行います。

決算特別委員会は市の予算が目的に沿って適切に使われたかを審査し、次年度以降の予算編成や、将来の行財政

計画の指針として反映するという、重要な役割を担っています。

前年度一年間に使われた市のお金をチェックしようとすると、対象分野は多岐に渡り、金額も膨大なものとなるため、

３つの常任委員会に準じて分科会を設け審査します。

議長と監査委員を除く議員16名は、決算特別委員として必ずいずれかの分科会に所属し、（総務・環境建設・文教福

祉）常任委員長を分科会長とする分科会において、詳細な質疑

や意見交換を行います。

そののちの総括質疑を経て、決算特別委員会として決算を

認定するかどうかを決定します。そして、決算特別委員会とし

て取りまとめた指摘事項を、次年度の予算常任委員会へ申し

送ります。

審査結果は本会議で報告し、本会議の議決により決算認定

が行われます。

今年度は５日間の日程で審査が行われました。

詳しい審査内容の一部は８ページをご覧ください。

特別委員会
とは…

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2022.11.133
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※採決結果に「別表」とある議案の採決結果については、賛否の公表をご覧ください。「全」とある議案は全員一致でしたので、表への記
載は省略しています。

件名 採決結果

人　

事

公平委員会委員の選任につき議会の同意を
求めることについて

（氏名：青木 弘和 氏）
同意・全

公平委員会委員の選任につき議会の同意
を求めることについて

（氏名：饗庭 敏夫 氏）
同意・全

公平委員会委員の選任につき議会の同意を
求めることについて

（氏名：法山 由紀子 氏）
同意・全

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を
求めることについて

（氏名：大川 すみ子 氏）
適任・全

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求
めることについて

（氏名：北川 智恵子 氏）
適任・全

市教育委員会委員の任命につき議会の同意
を求めることについて

（氏名：内記 一彦 氏）
同意・全

条　

例

市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

（10月1日からの育児休業についての改正）
可決・全

件名 採決結果

条　

例

市老人福祉医療費助成条例及び栗東市福祉
医療費助成条例の一部を改正する条例の制
定について

（高齢者の医療の確保に関する法律の改正
に伴う改正）

可決・全

市立幼稚園の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

（大宝幼稚園分園を閉園と大宝幼稚園の定
数の引き下げ）

可決・全

そ
の
他

契約の締結につき議会の同意を求めること
について

（大宝西小学校大規模改造工事（建築工事）
 →株式会社　材光工務店　栗東営業所）

可決・全

市道路線の廃止について
（北中小路新貝線、北中小路区内18号線、北
中小路老ノ木線）

可決・全

市道路線の変更について
（北中小路区内１４号線、北中小路区内1７号線）

可決・全

市道路線の認定について
（北中小路区内１９号線、北中小路区内２０号
線、北中小路区内２１号線、北中小路区内２２
号線、北中小路区内２３号線、苅原南１２号
線、新屋敷街区１３号線）

可決・全

意
見
書

霊感商法等を取り締まる法改正と社会的問
題のある団体と政治との関係是正を求める
意見書

可決・全

令和3年度　一般会計･特別会計　決算

会計名 決算額 採決結果 会計名 決算額 採決結果

一般会計 287億3,973万5,896円 認定・別表 栗東墓地公園特別会計 506万5,295円 認定・全

土地取得特別会計 1億2,392万3,012円 認定・全
大津湖南都市計画事業
栗東新都心土地区画整理

事業特別会計
6,595万468円 認定・全

国民健康保険特別会計 51億8,262万9,203円 認定・別表 水道事業会計 19億671万101円 可決、認定・全

後期高齢者医療特別会計 6億7,789万3,748円 認定・別表 公共下水道事業会計 32億6,999万5,268円 可決、認定・全

介護保険特別会計 39億2,532万7,801円 認定・別表 農業集落排水事業特別会計 3,552万7,940円 認定・全

審議した議案･請願書･意見書など

9月定例会9月定例会

令和４年度　一般会計･特別会計　補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第６号） ４億１，５６６万1千円（増額） 26９億１，７１８万１千円 衛生費の増額等 可決･全

国民健康保険特別会計（第1号） 3,650万2千円（増額） 53億555万9千円 諸支出金等の増額 可決･全

一般会計（第７号） 2億2,696万7千円（増額） 271億4,414万8千円 民生費の増額 可決・全

※令和４年８月1日発行りっとう議会だより203号の議案名「市道路線の廃止について」に誤りがありました。正しくは、「北中小路下八反
田線」です。お詫びして訂正いたします。
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賛成･反対の双方があった議案について表示します。（多＝賛成多数、少＝賛成少数　○…賛成、●…反対）

会派名

議員名

案件名

賛

成

の

数

新政会 公明 究理 ネットワーク 共産党

藤
田　

啓
仁

上
田　

忠
博

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

野
々

村
照
美

川
嶋　
　

恵

片
岡　

勝
哉

武

村 　

賞

田
村　

隆
光

林　
　

好
男

中
村　

昌
司

上
石
田
昌
子

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

令
和
3
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

一般会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

国民健康保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

後期高齢者医療特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

介護保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

賛否の公表

＊議長（田中英樹議員）は採決に加わらない

＊会派名の正式名称は次の通り 公明（公明栗東）、究理（究理の会）、ネットワーク（栗東市民ネットワーク）、共産党（日本共産党栗東市議団）

9月議会では、意見書１件を可決し、政府関係機関に提出しました。

霊感商法等を取り締まる法改正と社会的問題のある団体と政治との関係是正を求める意見書

＜意見書概要＞

安倍晋三元首相が銃撃を受け逝去されたことを契機に、世界平和統一家庭連合会（旧統一教会）の霊感商法等

の被害、信仰による家庭・社会生活の崩壊などの問題が改めて注目されることとなった。信教の自由については

憲法上保障がなされているが、社会的に問題が指摘されている団体との関係については、国民に疑念を持たれ

るようなことがないよう注意しなければならない。善良な国民が取り込まれ、被害者とならないようにするため、

不法行為の相談、被害者の救済を即時対応できる体制と消費者契約法や特定商取引法など法令の中で消費者

被害の発生及び拡大の防止が図れるよう、法改正及び被害者の保護が求められる。また関係があった当該者

は、過去の関係を明らかにするとともに説明責任を果たし、社会的に問題が指摘される団体との関係を持つこと

がないよう、当該団体との関係を徹底して断つことを求める。

にお越しください
傍 聴

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。

・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。

・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合があ

りますのでご了承ください。

・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。

・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願

いします。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用などの対

策にご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）

　TEL:551-0137   FAX:551-0146   :gikai@city.ritto.lg.jp

12月  ５日 本会議（議案上程等）

12 ～ 13日 本会議（代表質問）

13 ～ 15日 本会議（個人質問）

16 ～ 20日 各常任委員会

23日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）

　これまでの議会の様子は、

ＹｏｕＴｕｂｅの動画でご覧い

ただけます。 

　 栗 東 市 議 会 の ホ ー ム

ページにリンクがあります

ので、ご参照ください。 

二次元コード

で録画映像が

見られます▶︎

12月定例会の予定
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常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
※委員長報告を映像で

　ご覧いただくことができます。～9月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

◆
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
を
中
心
に

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
草

津
線
の
手
原
駅
が
開
業
し
た
の

は
大
正
11
年
11
月
の
こ
と
で
す
。

開
業
100
周
年
を
迎
え
る
今
、
激

動
の
時
代
を
走
り
抜
け
た
機
関
車

（
手
原
Ｓ
Ｌ
公
園
内
に
展
示
）
と

と
も
に
、
手
原
駅
の
風
景
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
地
元
の
機
運
が

高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

問
100
周
年
記
念
事
業
は
年
度
途
中

で
決
定
し
た
の
か
。

答
地
元
の
機
運
が
盛
り
上
が
る
中

で
こ
の
時
期
に
実
行
委
員
会
が
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
費

の
半
分
程
度
の
補
助
率
を
考
え

補
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
今
後
の
事
業
展
開
と
市
の
職
員

の
関
わ
り
は
い
か
が
か
。

答
開
業
100
年
を
迎
え
る
11
月
５
日

に
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
市
と
し
て
も
会

議
に
は
参
画
し
て
い
き
た
い
。

◆
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
（※）
が
本
市

で
も
順
を
追
っ
て
始
ま
り
ま
す
。

問
私
立
保
育
所
運
営
等
補
助
で
、

令
和
５
年
度
の
募
集
が
始
ま
る

が
、
法
人
立
保
育
園
の
一
号
認
定

は
何
人
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。

答
各
年
齢
５
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
い
う
法
人
側
の
意
向
で
あ
る
。

問
こ
ど
も
園
化
は
公
立
や
私
立
も

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
話
で
あ
り
、

５
名
と
言
わ
ず
充
実
で
き
る
よ

う
に
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
た
い
。

（※） 

認
定
こ
ど
も
園
…
教
育
・
保
育
を
一
体
的

に
行
う
施
設
で
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

両
方
の
良
さ

を
併
せ
持
ち
、

保
護
者
が
働

い
て
い
る
・
い

な
い
に
か
か

わ
ら
ず
利
用

可
能
な
施
設
。

栗
東
の
人
々
の
希
望
を
形
に
し
た
手
原
駅
の

100
周
年
を
迎
え
て

予
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

◆
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

審
査
し
ま
し
た
。

問
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
。

ま
た
、
取
得
率
を
あ
げ
る
工
夫
は
。

答
取
得
率
は
、
女
性
は
100
％
で
あ
る
。

男
性
は
現
在
、
該
当
者
が
25
人
、

そ
の
う
ち
取
得
者
は
１
人
、
令
和

３
年
度
は
取
得
者
４
人
、
令
和

２
年
度
は
１
人
で
あ
る
。
工
夫
は
、

「
栗
東
市
職
員
の
た
め
の
子
育

て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」で
再
度

啓
発
に
努
め
る
。

問
政
府
は
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
率
を
令
和
７
年
度
30
％
と
し

て
い
る
。
当
市
の
目
標
値
は
。

答
目
標
値
ま
で
は
設
定
し
て
い
な

い
。
男
女
共
同
参
画
関
連
機
関
へ

も
資
料
提
供
し
て
い
く
。

◆
大
宝
西
小
学
校
大
規
模
改
造
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
対
策
等
を
ふ
ま

え
審
査
し
ま
し
た
。

問
工
事
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
が
、

子
ど
も
た
ち
に
影
響
は
な
い
か
。

休
み
中
で
も
校
庭
が
開
放
さ
れ
、

利
用
者
も
い
る
。
安
全
対
策
は
。

答
２
年
に
ま
た
が
る
工
事
だ
が
、
工

事
は
特
に
夏
休
み
な
ど
長
期
休

暇
に
集
中
し
て
実
施
し
、
子
ど
も

の
通
学
、
安
全
を
第
一
に
考
え
て

い
る
。
工
事
車
両
の
進
入
に
あ

た
っ
て
は
、
子
ど
も
と
動
線
を
分

け
、
安
全
に
十
分
に
配
慮
す
る
。

問
塗
装
に
つ
い
て
、
夏
は
熱
が
こ
も
り

や
す
い
の
で
、
電
気
代
が
節
約
で

き
る
工
法
で
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答
外
壁
の
改
修
工
事
は
、
紫
外
線
、

猛
暑
も
想
定
し
、
適
正
な
材
料

を
選
定
し
て
施
工
す
る
。

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
と
大
宝
西
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
の

請
負
契
約
を
審
査

▲手原駅

▲大宝西小学校
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◆
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
栗
東
市
老
人
福
祉
医
療

費
助
成
条
例
及
び
栗
東
市
福
祉

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
審

査
し
ま
し
た
。

問
本
条
例
改
正
に
よ
る
対
象
者
や

金
銭
的
な
影
響
等
は
生
じ
る

の
か
。

答
制
度
運
用
に
関
し
て
の
変
更
は

な
く
影
響
は
な
い
。

◆
大
宝
幼
稚
園
分
園
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
定
数
を
変
更
す
る

改
正
と
し
て
、
栗
東
市
立
幼
稚
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。

問
大
宝
幼
稚
園
と
大
宝
幼
稚
園
分

園
合
わ
せ
て
現
在
定
員
は
700
人

で
あ
る
、
今
回
の
条
例
改
正
で
２

園
合
わ
せ
て
315
人
と
な
る
が
、
子

ど
も
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の

か
、
保
育
園
へ
の
通
園
需
要
が
増

え
て
い
る
の
か
。

答
状
況
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
数

も
減
っ
て
い
て
、
保
育
園
に
行
く

数
も
増
え
て
い
る
と
い
う
両
方

が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
０
～
５
歳

児
の
人
口
推
移
を
見
て
も
大
宝

小
学
校
区
内
お
よ
び
大
宝
東
小

学
校
区
内
と
も
に
就
学
前
児
童

の
数
は
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
。

◆
北
中
小
路
地
先
の
宅
地
開
発
に

伴
い
、
開
発
区
域
内
に
属
す
る
市

道
の
廃
止
お
よ
び
変
更
並
び
に

そ
れ
に
関
連
す
る
市
道
の
認
定

で
す
。

問
６
月
の
委
員
会
審
査
の
中
で
、
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
指
導
す
る

と
答
弁
い
た
だ
い
た
が
、
市
道
の

廃
止
後
、
立
入
禁
止
の
看
板
等

が
全
部
取
り
外
さ
れ
て
い
た
。
事

業
者
へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に

し
た
の
か
。

答
開
発
担
当
課
か
ら
安
全
を
確
保

す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

問
周
辺
地
域
に
は
子
ど
も
が
多
く
、

万
が
一
、
現
場
に
立
ち
入
り
、
事

故
等
が
起
こ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
い
。
安
全
の
確
保

に
つ
い
て
指
導
が
徹
底
で
き
て

い
る
か
、
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
現
場
の
確
認
も
行
い
、
今
後
も
、

安
全
確
保
に
努
め
る
。

問
北
中
小
路
区
内
２３
号
線
は
、
高

低
差
が
あ
る
と
思
う
が
隅
切
り

が
無
い
と
見
通
し
が
悪
い
の
で

は
な
い
か
。
交
通
量
の
多
い
道
路

に
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答
都
市
計
画
道
路
等
と
同
じ
よ
う

に
歩
道
内
で
対
応
出
来
る
よ
う

な
構
造
で
指
導
し
て
い
る
た
め
、

今
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
ご
指

摘
の
部
分
に
つ
い
て
は
改
め
て

確
認
し
、
安
全
対
策
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

宅
地
開
発
事
業
に
伴
う
市
道
の
廃
止
お
よ
び

認
定
等
に
つ
い
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
建
設
常
任
委
員
会

　市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査

や重要な事柄の調査をしています。現在、４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。
常任委員会

とは

▲隅切りイメージ

▲大宝幼稚園分園

条
例
改
正
２
件
を
審
査
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◆
令
和
3
年
度
予
算
が
適
正
に
使
わ
れ

た
か
ど
う
か
、
詳
細
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
毎
年
寄
附
金
と

し
て
の
収
入
額
よ
り
も
住
民
税
控
除

に
よ
り
市
外
に
流
出
す
る
額
の
ほ
う

が
多
い
が
い
く
ら
か
。
P
R
の
工
夫

等
、
今
後
の
展
開
は
。

答
市
外
流
出
額
は
2
億
2
2
5
7
万
7
千

円
。
収
入
と
支
出
の
差
を
埋
め
る
た

め
返
礼
品
の
充
実
と
P
R
に
努
め
て

い
る
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
金

額
的
に
大
き
い
の
で
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金
の
成
果
は
。

答
事
業
者
と
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。
事
業
者
の
約
半
数
か
ら
事

業
継
続
に
役
立
っ
た
と
回
答
が
あ
り
、

消
費
者
は
1
冊
あ
た
り
1
2
0
0

円
程
度
プ
ラ
ス
の
買
い
物
を
さ
れ
、

3
億
4
0
0
0
万
円
程
度
、
市
内
経

済
の
約
9
％
相
当
に
寄
与
し
た
事
業

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
住
宅
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
委
託
業
務
は

随
意
契
約
だ
が
、
保
守
業
務
に
代
替

性
が
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
競
争
入
札
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
設
置
メ
ー
カ
ー
の
保
守
管
理
と
し
て

い
る
。
早
急
な
修
繕
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
メ
ー
カ
ー
と
随
意
契
約
を

行
っ
て
い
る
。

問
代
替
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
な
け

れ
ば
、
入
札
を
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
全
庁
的
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
が
見
解
は
。

答
今
後
、
契
約
部
局
と
も
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
対
応
可
能
な
業
者
の
入
札

参
加
登
録
が
あ
る
の
か
も
ふ
ま
え
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問
家
庭
児
童
相
談
室
は
子
ど
も
だ
け
の

相
談
か
。

　

ま
た
、
本
市
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
は
あ
る
の
か
。
今
後
の
進
め
方

は
。

答
母
子
と
し
て
の
相
談
も
受
け
て
い
る
。

現
在
、
本
市
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
は
な
い
が
、
来
年
度
、
国
に
お
い

て
子
ど
も
家
庭
庁
が
で
き
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
学
校
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
事
業
・
児

童
生
徒
支
援
室
設
置
事
業
・
ケ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
の
違
い
は
。
ど

う
い
う
支
援
か
。

答
学
校
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
は
、
主
に
小

学
1
年
生
の
教
室
で
の
複
数
指
導

や
、
別
室
対
応
を
し
て
い
る
。
ケ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
は
、
4
校
に
1

名
ず
つ
配
置
し
、
学
校
で
別
室
対
応

や
不
登
校
、
不
適
応
対
応
を
し
て
い

る
。
家
庭
訪
問
も
可
能
で
朝
の
迎
え

も
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
支
援
室
設

置
事
業
は
、
心
理
職
が
、
親
子
並
行

面
談
を
実
施
し
、
学
校
に
行
き
に
く

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
適
応
指
導

教
室
を
設
置
し
、
適
応
指
導
と
教
育

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

問
在
宅
要
介
護
高
齢
者
紙
お
む
つ
費
助

成
事
業
は
、
用
件
変
更
に
よ
る
新
規

事
業
か
。

答
従
来
か
ら
助
成
を
行
っ
て
き
た
が
、
住

民
税
課
税
の
方
が
対
象
か
ら
外
れ
た

た
め
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
新
た

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

特
　
集

定

例

会

委

員

会

代
表
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

個
人
質
問

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
10
議
案
を
審
査

委員会ピックアップ委員会ピックアップ

決
算
特
別
委
員
会
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国との連携で無園児への対策を

議席番号 質 問 者 質 問 事 項

12 田 村　 隆 光

国との連携で「無園児」への対策を

「無戸籍者」の実態把握と戸籍取得への支援を

５ 西 田　 聡
栗東市教育の未来（これから）について

～教育長に所信を伺う～

7 里 内　 英 幸 企業事業資金貸付金に係る債権管理について

６ 梶 原　 美 保

いつもだれもが安心安全を実感できるわがまちを

⑴もしもに備えた防災ハザードマップ

⑵犯罪被害者支援の取り組み状況

４ 野々村　照美

新型コロナ後遺症の現状と対策は

「男性用トイレ」にサニタリーボックスの設置を

３ 川 嶋　 恵

多胎児家庭の子育て支援について

いのちを守りつなぐ「母子健康手帳」について

グリーフケアについて

９ 三 木　 敏 嗣
栗東市内すべての子ども達の学力向上に向けて

全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）について

１ 青 木　 千 尋 くりちゃんバスのさらなる便利な利用をめざして

２ 伊 吹　 裕

市内幹線道路および生活道路の歩道の除草、景観保全について

急激な物価高騰から市民の暮らしと営業を守る取り組みの実施

について

14 片 岡　 勝 哉 本市におけるワクチンの接種記録の保存期間について

15 上 田　 忠 博

中学校の運動部活動地域移行について

中学校の制服について

16 藤 田　 啓 仁 野村市政３期目の成果と課題について

　

９
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
12
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
質
問
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
質
問
に
つ
い
て
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
に
て
本
会
議
の
様
子
を
視
聴
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個

人

質

問

こ
こ
が
聴
き
た
い 
市
政
を
問
う

二次元コードで

質問の録画映像が

見られます▶︎

田村 隆光 議員

問
　

「
無
園
児
」の
実
態
と
、
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
。

答
　

３
～
５
歳
児
で
保
育
所
等
の
利
用
実
態

が
把
握
で
き
て
い
な
い
子
ど
も
は
対
象
人

口
２
０
８
４
人
の
1.3
％
程
度
い
る
。
ま
た
、
０
～

２
歳
児
は
対
象
人
口
２
４
６
８
人
の
６
割
程
度

は
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。
対
応
と
し
て
は
乳

児
家
庭
へ
の
全
戸
訪
問
事
業
や
未
就
園
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
講
座
の
開
催
。
家
庭

児
童
相
談
室
で
は
未
就
園
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
在
宅
児
が
い
る
家
庭
へ
の
訪

問
相
談
を
実
施
。
発
達
課
題
の
あ
る
子
ど
も
へ
は

乳
幼
児
健
診
と
の
連
携
で
療
育
教
室
等
を
通
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

無
戸
籍
者
の
戸
籍
取
得
へ
の
支
援
を

問
　

無
戸
籍
者
の
存
在
実
態
は
。

答
　

平
成
23
年
度
か
ら
令
和
２
年
９
月
ま
で

に
10
件
の
無
戸
籍
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、

そ
れ
以
降
は
な
い
。

　

相
談
内
容
は
、
す
べ
て
民
法
第
772
条
の
規
定
に

よ
る
前
夫
の
子
ど
も
と
嫡
出
推
定
さ
れ
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
出
生
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
相
談
で
あ
る
。
対
応
と
し
て
、
嫡

出
推
定
を
覆
す
た
め
、
裁
判
所
で
親
子
関
係
不

存
在
確
認
等
の
調
停
の
申
し
立
て
手
続
き
を
案

内
し
て
い
る
。

問答意

…
議
員
の
質
問

…
市
か
ら
の
回
答

…
議
員
の
意
見

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2022.11.199



栗東市教育の未来（これから）～教育長に所信を伺う～
西田 聡 議員

問
　

教
育
長
自
身
の
教
育
へ
の
信
条
、
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
。

答
　

「
子
ど
も
の
命
を
守
る
」こ
と
を
一
番
に

考
え
て
き
た
。
今
後
も
肝
に
銘
じ
て
い
き

た
い
。

問
　

市
内
校
園
の
状
況
は
想
像
以
上
に
厳
し

い
と
い
う
答
弁
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
部

分
が
厳
し
い
と
感
じ
て
い
る
か
。

答
　

子
ど
も
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
が
非
常

に
厳
し
い
家
庭
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
が
一
番
の
課
題
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

問
　

最
優
先
で
解
決
す
べ
き
本
市
の
教
育
課

題
は
何
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　

も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
、
特
に
家
庭
へ
の
支
援
が
で

き
な
い
か
考
え
て
き
た
。
そ
れ
が
最
優
先
で
解
決

す
べ
き
本
市
の
教
育
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　

地
域
と
と
も
に
あ
ゆ
む
学
校
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答
　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
今
で
き
る
こ
と

を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
意
見
も
求

め
、
学
校
行
事
な
ど
に
参
加
で
き
る
工
夫
を
始
め

て
い
る
。

里内 英幸 議員

問
　

過
去
の
企
業
事
業
資
金
貸
付
金
に
つ
い

て「
貸
付
金
の
運
用
状
況
の
調
査
や
指
導

が
適
切
な
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」反

省
と
検
証
を
ふ
ま
え
、
現
在
の
貸
付
先
企
業
２

社
の
状
況
と
、
事
業
資
金
貸
付
先
に
対
す
る「
調

査
と
指
導
の
必
要
性
」を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
を
問
う
。

答
　

現
在
貸
付
先
企
業
と
は
、
約
定
通
り
誠

実
に
履
行
さ
れ
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い

る
。
ま
た
、
債
権
者
と
し
て
必
要
な
調
査
を
行
う

べ
く
協
議
を
行
う
。

問
　

現
在
貸
付
先
２
社
の
担
保
や
連
帯
保

証
人
等
の
状
況
を
問
う
。

答
　

１
社
に
お
け
る
担
保
物
件
は
、
貸
付
金

を
保
全
す
る
に
十
分
足
り
う
る
と
判
断
で

き
、
他
の
１
社
に
つ
い
て
も
、
親
会
社
お
よ
び
代

表
取
締
役
の
連
帯
保
証
を
確
保
し
て
い
る
。

問
　

今
後「
調
査
・
指
導
」に
関
し
、
そ
の
具
体

的
方
策
を
問
う
。

答
　

決
算
報
告
書
や
担
保
物
件
の
固
定
資

産
評
価
証
明
書
等
の
提
出
を
定
期
的
に

求
め
、
必
要
に
応
じ
て
本
市
顧
問
税
理
士
に
相

談
を
す
る
な
ど
の
対
応
を
図
る
。

いつもだれもが安心安全を実感できるわがまちを
梶原 美保 議員

も
し
も
に
備
え
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

問
　

発
災
時
の
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

や
要
配
慮
者
、
ま
た
外
国
語
の
案
内
を
必

要
と
す
る
方
へ
の
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　

申
請
に
基
づ
き
、
登
録
名
簿
を
作
成

し
、
地
域
で
助
け
合
い
を
進
め
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
国
語
の
案
内
が
必

要
な
方
へ
は
、
十
分
な
対
応
が
図
れ
て
い
な
い
。

環
境
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問
　

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」は
大
変
有
効
で
は
な
い
か
。

答
　

平
常
時
か
ら
水
害
へ
の
意
識
が
高
め
ら

れ
る
こ
と
と
併
せ
、
発
災
時
の
主
体
的
な

避
難
行
動
を
促
す
う
え
で
も
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
取
り
組
み

問
　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
係
る
協
定
等
、

現
状
を
尋
ね
る
。

答
　

お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
協
定
締
結
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
本
日
（
9
月
12
日
）
付
で「
犯
罪
被

害
者
等
支
援
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
た
。

問
　

今
後
の
支
援
は
何
が
変
わ
る
の
か
。

答
　

今
日
ま
で
見
舞
金
支
給
を
中
心
と
し
た

支
援
を
進
め
て
き
た
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
と
協
力
で
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

▲まるごとまちごとハザードマップ

企業事業資金貸付金に係る債権管理
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新型コロナ後遺症の現状と対策は
野々々村 照美 議員

問
　

コ
ロ
ナ
感
染
後
の
後
遺
症
に
関
す
る
現

状
と
相
談
窓
口
の
体
制
は
。

答
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺

症
に
よ
る
相
談
は
な
い
。
相
談
窓
口
は
健

康
増
進
課
で
受
け
て
い
る
。

問
　

医
療
機
関
の
体
制
と
市
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
　

県
や
医
療
機
関
、
医
師
会
等
と
情
報
連

携
を
図
る
中
で
、
後
遺
症
に
悩
む
方
が
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
周
知
に
つ
い
て
は
最
新
の
情
報
を
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い
く
。

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
帯
状
疱
疹
が
急
増
し
て
い

る
。
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
だ

が
接
種
助
成
の
考
え
と
、
市
民
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
た
い
が
見
解
は
。

答
　

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
検
討

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報

等
提
供
す
る
。

公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

問
　

前
立
腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
は
手
術
後
、

頻
尿
や
尿
漏
れ
の
症
状
が
起
き
や
す
く
な

り
尿
取
り
パ
ッ
ド
が
必
要
だ
が
捨
て
る
場
所
が

無
い
。
設
置
の
考
え
は
。

答
　

な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
の
男
性
ト
イ
レ
に

試
験
的
に
設
置
し
、
他
の
施
設
で
の
情
報

共
有
を
行
う
。

多胎児家庭の子育て支援の充実を
川嶋 恵 議員

問
　

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
策
が
あ
る
か
。

答
　

相
談
窓
口
支
援
と
し
て
民
間
の
家
事
支

援
や
一
時
預
か
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

問
　

多
胎
児
家
庭
に
む
け
た
国
の
支
援
策
を

活
用
す
る
場
合
、
他
職
種
間
の
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
、
体
制

を
整
え
て
い
く
か
。
ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
を

活
用
す
る
か
。

答
　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
他

職
種
間
で
の
連
携
が
必
要
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
で
あ
る「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
中
で
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
資
源
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
の
ち
を
守
り
つ
な
ぐ
母
子
健
康
手
帳

問
　

内
容
に
つ
い
て
見
直
し
や
工
夫
は
。

答
　

国
の
改
正
と
併
せ
随
時
変
更
を
行
っ
て

い
る
。
市
独
自
の
情
報
冊
子「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
」で
き
め
細
や
か
な
情
報
を
伝
え
る
工

夫
を
し
て
い
る
。

問
　

県
で
作
成
中
の「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」へ
の
意
見
は
。

答
　

様
々
な
内
容
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
加

え

必
要
と
感
じ
る
も

の
を
意
見
と
し
て

だ
し
て
い
る
。

▲母子健康手帳と情報冊子

市内すべての子ども達の学力向上に向けて
～「全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）」についての結果から～ 三木 敏嗣 議員

問
　

令
和
４
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
小
学
６

年
生
・
中
学
３
年
生
対
象
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）結
果
は
。

答
　

各
科
目
の
平
均
正
答
率
の
数
値
は
、
全

て
の
教
科
で
県
の
値
よ
り
２
～
４
ポ
イ
ン

ト
下
回
っ
た
。

問
　

学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
て
、
教
育

施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
ど
の
よ

う
に
改
善
す
る
の
か
。

答
　

県
全
体
の
状
況
と
同
様
に
、「
読
み
取
る

力
」「
書
く
力
」「
考
え
る
力
」等
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
授
業
の
改
善

や
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
学
習

指
導
体
制
を
整
え
る
。
小
学
校
で
は
、
教
科
担
任

制
に
よ
り
専
門
性
の
高
い
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

問
　

「
授
業
の
改
善
」に
つ
い
て
、
評
価
・
検
証

は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
　

市
内
各
小
中
学
校
で
作
成
し
た「
我
が

校
の
学
ぶ
力
向
上
策
」を
も
と
に
、
評
価
・

検
証
の
サ
イ
ク
ル
は
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
校
で「
校
内
研
究
」を
行
い
な
が
ら
授

業
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▲令和４年度全国学力・学習状況調査（６年生）

▲トイレのサニタリーボックス
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市内幹線道路および生活道路の歩道の除草、景観保全
伊吹 裕 議員

問
　

市
内
の
除
草
の
順
番
は
決
め
ら
れ
て
い

る
か
。

答
　

１
級
路
線
を
基
本
と
し
、
除
草
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て
は

パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報
な
ど
に
よ
り
、

対
応
を
し
て
い
る
。

問
　

雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
車
で
の
通
行
の

視
界
の
妨
げ
に
な
る
個
所
は
把
握
し
て

い
る
か
。

答
　

特
定
の
個
所
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報
な
ど
に

よ
り
対
応
を
し
て
い
る
。

問
　

市
内
通
学
路
・
環
境
保
全
の
計
画
は
。

答
　

通
学
路
に
限
定
し
た
除
草
計
画
は
な
い
。

急
激
な
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
取
り
組
み

問
　

市
内
の
中
小
事
業
者
に
対
し
て
の
具

体
的
な
直
接
支
援
を
行
う
べ
き
。
見
解
を

伺
う
。

答
　

事
業
支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
物
価
高
騰
の
影
響
は
長
期
化
の
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
国
の
動
向
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　

農
業
者
へ
の
支
援
計
画
は
。

答
　

国
お
よ
び
県
が
予
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
進
め
る
。

ワクチン接種記録の保存期間延長を！
片岡 勝哉 議員

問
　

本
市
に
お
け
る
予
防
接
種
記
録
の
保
存

期
間
の
現
状
は
。

答
　

保
存
期
間
に
つ
い
て
は
法
的
に
５
年
。

し
か
し
、「
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
」に
電
磁

情
報
と
し
て
も
保
存
を
し
て
お
り
、
５
年
を
超
え

た
過
去
の
接
種
記
録
の
検
索
は
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

問
　

５
年
を
超
え
た
過
去
の
接
種
記
録
を
保

持（
デ
ー
タ
保
存
）す
る
根
拠
と
な
る
規
則

等
は
。

答
　

現
在
の
と
こ
ろ
無
い
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
２
年
目
で
あ

り
、
す
ぐ
に
５
年
を
迎
え
る
と
い
う
状
況

に
あ
る
。
未
知
数
の
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
接
種
後

の
健
康
被
害
等
に
つ
い
て
も
後
々
問
題
と
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
安
心
し
て
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
根
拠
と
な
る
枠
組
み
に
基
づ
い
て

５
年
を
超
え
て
の
予
防
接
種
記
録
の
保
存
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
　

本
市
に
お
い
て
も
他
市
の
状
況
を
み
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

民
法
改
正
も
ふ
ま
え
、
保
存
期
間
は
何

年
が
適
当
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　

20
年
が
目
途
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。▲新型コロナワクチン接種会場

▲歩道に繁茂する雑草

くりちゃんバスのさらなる便利な利用をめざして
青木 千尋 議員

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
現

状
を
問
う
。

答
　

全
体
の
利
用
状
況
は
令
和
元
年
度
ベ
ー

ス
で
約
2
割
減
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

利
用
者
か
ら「
済
生
会
病
院
の
予
約
時

間
に
間
に
合
う
よ
う
に
」や「
帰
り
の
便
が

な
い
時
タ
ク
シ
ー
代
は
２
０
０
０
円
か
か
る
」の

声
を
聞
く
。
改
善
は
で
き
な
い
か
。

答
　

増
便
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
考
え
、
利

用
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
検
討
材

料
と
す
る
。

問
　

便
に
よ
っ
て
は
栗
東
駅
の
東
口
で
降

り
、
西
口
に
移
動
し
、
別
便
で
済
生
会
病

院
に
行
く
便
が
あ
る
。
利
用
者
が
移
動
し
な
く

て
す
む
よ
う
改
善
で
き
な
い
か
。

答
　

移
動
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
設

定
を
し
て
い
る
。
近
辺
の
交
通
事
情
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　

今
後
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
も

増
え
て
く
る
。
民
間
路
線
バ
ス
の
地
域
で

も
自
主
返
納
し
た
方
は
、
バ
ス
の
本
数
が
少
な

い
。
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
し
ま
う
と
不
便
を
訴
え

る
。
こ
の
点
で
の
見
解
を
問
う
。

答
　

民
間
路
線
バ
ス
と
連
携
・
調
整
を
図
り
、

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。

▲くりちゃんバス
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野村市政３期目の成果と課題
藤田 啓仁 議員

問
　

市
長
初
当
選
か
ら
１２
年
の
月
日
が
流

れ
、
野
村
市
政
に
一
つ
の
区
切
り
が
訪
れ
る
。

今
日
ま
で
の
市
政
運
営
の
成
果
、
後
任
に
託
し
た

い
課
題
を
問
う
。

答
　

市
長
就
任
後
、
何
よ
り
も
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
で
あ
る
。
財
政
調
整
基
金
６
０
０
万

円
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
数
値
は
破
綻
寸
前

の
状
況
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
、
新
幹
線
新
駅
中
止
に
よ
る
土
地
開

発
公
社
の
破
綻
が
市
を
破
綻
に
追
い
込
む
懸
念

さ
え
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
。

　

断
腸
の
思
い
で
「（
新
）
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
実
行
と
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
」

の
発
行
を
決
断
し
、
市
民
の
皆
様
、
市
職
員
に

痛
み
を
伴
う
改
革
を
断
行
し
た
。

　

無
理
難
題
を
解
決
し
て
30
年
先
の
栗
東
市
が

元
気
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
政

策
施
策
を
着
実
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
幼
保
小
中
の
冷
暖

房
完
備
、
こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
、

給
食
セ
ン
タ
ー
・
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
築

等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
い
て
、
後
任
の
方
の
考

え
方
と
手
法
で
実
現
に
導
い
て
く
れ
る
も
の
と

信
じ
て
い
る
。

議会トピックス

　5月23日から、議会報告会「WEB でつなぐ　オープン・ザ・議会」をYouTube上で

映像配信しています。７月末までに延べ542回の再生をいただき、たくさんの方に

視聴、また貴重なご意見をいただきありがとうございました。

〈主な意見〉

●議員自ら語る姿が印象的でした。

●議会に委員会があるのを初めて知りました。

●委員による説明映像で分かりやすかったです。

　いただいたご意見は今後の議会報告会ならびに

市議会活動にいかしていきます。

「議会報告会」を映像配信しました

令和５年度からの市内３中学校の運動部活動地域移行の取り組み
　上田 忠博 議員

問
　

地
域
移
行
に
つ
い
て
、
学
校
と
地
域
、
団

体
と
の
連
携
、
協
働
の
あ
り
方
等
を
問
う
。

答
　

部
活
動
は
、
影
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

り
、
生
徒
指
導
や
教
科
指
導
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
っ
た
が
、
教
員
の
や
る
気
に
任
せ
て
甘

え
て
き
た
。

　

地
域
移
行
は
教
員
の
働
き
方
改
革
が
発
端
の

一
つ
で
あ
る
が
真
の
意
義
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

や
芸
術
文
化
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
で
あ
り
、

社
会
全
体
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え

る
。

　

今
後
、
民
間
の
力
を
借
り
連
携
、
協
働
し
、
子

ど
も
達
が
生
涯
に
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
に
親

し
み
を
込
め
て
続
け
て
い
け
る
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
地
域
の
多
く
の
方
の
経
験
を
活
か
し

指
導
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

元
気
都
市
栗
東
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
達
が
生

涯
に
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
体
制
の
構
築
が

で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
る
。

中
学
校
の
制
服
見
直
し

問
　

中
学
校
の
制
服
見
直
し
の
現
状
は
。

答
　

現
在
、
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
市
内

中
学
校
が
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

問
　

多
様
性
、
機
能
的
、
デ
ザ
イ
ン
、
経
済
的

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
生
徒
、

保
護
者
の
意
見
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
共
感
を
持

て
る
制
服
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　

今
日
的
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

詳細は　　
こちらから

▲
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委員会活動レポート

　「環境施設の整備、更新について」を審査するため、8

月24日に委員会を開催しました。

　当日はもりやまエコパーク環境センターへ行き、施

設見学を行いました。

　帰庁後、火葬場における周辺自治会への対応状況、

(仮称)草津栗東行政事務組合設立に向けてのスケ

ジュールなどの報告を受け、主に周辺自治会への調整

等についての質疑を行いました。また、環境センターに

ついては新しい環境センターの建設候補地の選定に

向けた中間報告を受け、それについての質疑を行いま

した。

火葬場及び環境センター整備特別委員会

「霜月」は文字通り霜が降る月のことです。神社などで七五三のお祝いやご祈祷を目にす

ることも多くなる季節。この時期は一年のなかでも過ごしやすく、これから紅葉も見頃のシー

ズンになりますね。

私たちはいろんな元気をこの紙面で伝え、また、市議会にかかわる情報と、市政に関す

る議論や諸課題を共に考えていくための一つの懸け橋になれるように取り組んでいます。こ

れからもまちでお聴きする声を大切にしながら研鑽を積み重ね、市民皆様とともにこの紙面

を作り上げ、一人でも多くの方に手に取ってもらえるような紙面づくりに努力してまいります。

 （林）

議会広報編集特別委員会（10月13日現在）

（委員長）上石田　昌子　　（副委員長）川嶋　恵

（委　員）林　好男　／　片岡　勝哉　／　青木　千尋　／　梶原　美保

編 集 後 記

▲山手幹線（下戸山地先）現場

▲もりやまエコパーク環境センター

　「国道バイパス等主要幹線道路の整備促進について」を審査するため、

８月２日に委員会を開催しました。

　当日は、国道１号栗東水口道路・国道８号野洲栗東バイパスおよび山手

幹線について現場視察を行い、滋賀国道事務所と滋賀県南部土木事務

所から、それぞれの「事業進捗状況」および「今後の事業計画等」について

説明を受けました。

　帰庁後、当局より改めて報告を受け、工事に伴う住民の生活や交通量

への影響、安全対応についての質疑を行いました。

国道バイパス等整備促進特別委員会
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